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展覧会名   「開館 35周年記念 山本芳翠展」（展示室１-ＢＣ）  会期１月３日（水）～２月２５日（日） 

「世紀末のパリ」（展示室１-Ａ）            会期１月３日（水）～２月２５日（日） 

「うるはしの工芸」（展示室１-Ｄ）                  会期１月３日（水）～２月２５日（日） 

「めでたし、金屏風」（展示室１-Ｅ）                会期１月３日（水）～２月２５日（日） 

  
  開場時間／１０時～１８時（２月１６日（金）は２０時まで） 

  休 館 日／毎週月曜日（休日の場合はその翌平日） 

料  金   一般３３０円（２７０円）／大学生２２０円（１６０円） 

※（ ）内は２０名以上の団体料金 

主  催   岐阜県美術館 

お問合せ   岐阜県美術館 TEL 058-271-1313 

本資料に関するお問い合わせ  岐阜県美術館 広報担当：後藤 
               〒500-8368 岐阜市宇佐４－１－２２ 
               TEL 058-271-1313 FAX 058-271-1315 
               http://www.kenbi.pref.gifu.lg.jp 
                              E-mail: goto-hiroyuki1@pref.gifu.lg.jp 
 

特集展のご案内 

ひとは何かをつくってしまうからひとである。 
 

ひとはこれまでにどれだけのものを生み出してきたのだろうか？ 

一人でつくりだす「もの」 

仲間とつくりだす「もの」 

長い時間をかけて伝えながら作り続ける「もの」 

その「もの」からその「ひと」を想像し、 

その人たちの「こと」、その頃の「こと」を想像する。 

そのイメージは見る人でまちまち・・・。 

美術館の中で「ナンヤローネ」の言葉が 

あなたの中に生まれた時に 

美術館はあなたのものになる。 

岐阜県美術館 日比野克彦 

山本芳翠《浦島図》 
1893-95 年頃 油彩、画布 岐阜県美術館蔵 

明治150年 

記念事業 
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開館 35 周年記念 山本芳翠展 

明治 150 年記念事業 
 

 

展覧会について   平成 30 年（2018 年）は、明治元年（1868 年）から起算して満 150 年に当たります。

明治以降、近代国民国家への第一歩を踏み出した日本は、多岐にわたる近代化への取

組を行い、国の基本的な形を築き上げていきました。また、多くの若者や女性等が海

外に留学して知識を吸収し、外国人から学んだ知識を活かしつつ、単なる西洋の真似

ではない、日本の良さや伝統を活かした技術や文化も生み出されました。一方で、昨

今に目を向ければ、人口減少社会の到来や世界経済の不透明感の高まりなど激動の時

代を迎え、近代化に向けた困難に直面していた明治期と重なっており、「明治 150 年」

を節目として、改めて明治期を振り返り、将来につなげていくことは、意義のあるこ

とだと考えています。 

こうした中、政府では、内閣官房副長官を議長とする「「明治 150 年」関連施策各府

省連絡会議」を設け、政府一体となって「明治 150 年」関連施策を推進しているとこ

ろです。 

岐阜県美術館では、「明治１５０年」の記念事業といたしまして、岐阜県出身の近代

日本洋画の先駆者山本方翠（岐阜県恵那郡明智町出身）の画業の一端をご紹介する「開

館 35 周年記念 山本芳翠展」を開催いたします。「明治１５０年」を機に、明治期に

活躍した山本芳翠の歩みをより多くの方に知っていただき、芳翠が残した遺産を未来

へつないでいこうとするものです。明治期に生きた山本芳翠の精神を捉え、日本の技

術や文化といった強みを再認識していただけるものと思います。 

本展の見どころ 

 

 

  日本文化と西洋文化が互いに強く影響しあった転換期 

日本洋画の先駆者である山本芳翠の世界を見つめる 

(１) 《裸婦》日本人の手による最初期の裸婦油彩画（重要文化財） 

(２) 《浦島図》洋画でありながら、日本の文化を感じさせる芳翠の代表作 

「洋画でもこれ丈のことは出来る、と心意気をみせた」（1932 年『東京日日新聞』

岡田三郎助の談話より） 

(３) 明治期を振り返り、これからの日本を見つめる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山本芳翠《裸婦》1880 年頃（重要文化財） 

芳翠の滞欧中の秀作であり代表作の一つ

である。滞欧中の 10 年間は第４回から第８

回の印象派展が開かれた時でもあり、ルドン

らによる象徴主義など新しい芸術運動が展

開される近代フランス絵画の大転換期に相

当し、この作品の表現の中にもその兆しが見

出せる。 

 

山本芳翠《浦島図》1893-95 年 

長い滞欧生活を経た芳翠が第７回明治美

術会に出品した大作。洋画排斥の国粋主義風

潮の強い中、芳翠はあえて歴史画風の作品を

出品して「洋画でもこれ丈のことは出来る、

と心意気をみせた」のであろう。芳翠の作品

における日本的主題の洋風表現の代表作の

一つである。 
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山本芳翠 Hosui YAMAMOTO  略年譜 
嘉永 3（1850）年／美濃・明智－明治 39（1906）年／東京 
幼名 為蔵(ためぞう)、為之助(ためのすけ)、為次郎(ためじろう) 
別号 楳谷(ばいこく)、生巧(せいこう) 
  
 
1850(嘉永 3)年 
 

1868(明治元)年 

 

1868～1872 年頃 

(明治元～明治５) 

 

1869(明治２)年 

 

 

 

 
 
 
 

 

1877(明治 10)年 
 
1878(明治 11)年 

 

 

 

 

 

 

 

1879(明治 12)年 
 

1880(明治 13)年 
 
1882(明治 15)年 
 
1883(明治 16)年 
 
 
 
 
 
 
 
 

1884(明治 17)年 

 

 
 
 
 
 

1885(明治 18)年 

 
 
 
 
 
 
 
 
1886(明治 19)年 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

7 月 5 日、美濃国恵那郡明智
あ け ち

村（現・岐阜県恵那市）にて、農家の長男に生まれる。 

京都に出、久保田雪江
く ぼ た せ っ こ う

に南画を学ぶ。 
  

中国での絵画修行を目指し横浜に出る。生糸商上州屋に滞在中、初代五姓田芳柳
ご せ だ ほ う り ゅ う

を知る。 

花鳥山水などを描く内職を約半年勤める。 

初代芳柳に入門する。 

のちに五姓田義松
ご せ だ よ し ま つ

、イギリス人画家チャールズ・ワーグマンを知り、本格的に西洋絵画技法を学ぶ。 

8 月 5 日、山縣
やまがた

有
あり

朋
とも

の北海道視察に随行する。 

11 月、工部美術学校に 1期生として五姓田義松らとともに入学する。イタリア人画家アントニオ・フォン

タネージに学ぶ。翌年退学。 

第 1 回内国勧業博覧会に《匂当内侍月詠図
こうとうのないしげつえいず

》を出品、花紋賞受賞。 

2 月 11 日、津田仙
つ だ せ ん

と岸田吟
きしだぎん

香
こ う

の斡旋により、パリ万国博覧会事務局雇いとして英国船タナエス号に乗

る。海外行免状 No.4547、2 月 9 日発行。 

3 月 29 日、パリ着。 

5月 1日～11月 5日、万博の仕事に従事する。国立美術学校で教授をしていた新古典主義的作風の

画家ジャン・レオン・ジェロームのアトリエに通う。 

ヴェルサイユ宮殿近郊のカンティニ通りに居を移す。 

8～9 月頃、白勢和一郎
し ろせわいちろ う

と出会う。 

パリに戻り、フォーブール・サントノレ街 28 番地に移る。 

ルーヴル美術館で模写（《若い娘の肖像》など）に励む。 

この頃、ブルターニュ地方のサン・テノガ、ディナールにあるジュディット・ゴーティエ宅でアメリカ人画家

ジョン・S・サージャントと過ごし、互いの作品を交換する。ゴーティエ宅の離れ「小鳥の野」の壁面に装

飾画を手がける。 

ゴーティエ『蜻蛉集
せいれいしゅう

』の挿絵を担当する。 

夏頃、法学を研究するために留学していた黒田
く ろ だ

清輝
せい き

と知り合い、しばしば自宅に招き、日本食をふるま

う。 

『パリ・イリュストレ』1884 年 12 月 1 日号附録 1885 年カレンダーを手がける。 

3 月、『サムライの死』の挿絵を手がける。 

5 月 9日～6月 9日、コーマルタン街 2番地にある屋敷の 2階（通称：シューダンの間）を特設会場とし

個展開催。 

2 月 7 日、パリの日本人会で藤雅三
ふじ まさぞう

、林忠正
はやし ただまさ

とともに黒田清輝を画の道に導く。 

ジャン・フルーの詩集『愛しき人』の挿絵を描く。 

フランスで建造された最初の日本海軍軍艦である防護巡洋船 畝傍
う ね び

に作品を積み、日本へ送り出す

が、シンガポール出発後、消息不明となる。 
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1887(明治 20)年 

 

 

 
 
 
 
1888(明治 21)年 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
1889(明治 22)年 

 

 

 

 
 
 

1891(明治 24)年 
 
1892(明治 25)年 

 

 

 

 

1893(明治 26)年 
 
1894(明治 27)年 

 
 
 
1895(明治 28)年 

 
 
 
 

 

1896(明治 29)年 

 

 

 
 

1903(明治 36)年 
 
 
 
 
 

1904(明治 37)年 

 
 
 

1905(明治 38)年 

 
 
 

1906(明治 39)年 

1 月、内務省参事官 末松謙澄
すえまつけんちょう

から舞台の書割や道具立てに関する調査を依頼される。 

5 月、合田
ご う だ

清
きよし

、林忠正らとパリを出発、7月 12 日、帰国する。 

11 月、内閣総理大臣 伊藤
い と う

博文
ひろぶみ

による、沿海防衛の状況視察を主とした九州及び琉球（現・沖縄）地

方巡視に随行する。鹿児島や琉球等の風景・風俗・人物の記録画を描く。 

5 月、東京市芝区桜田本郷町 14 番地（現・東京都港区）に、合田清が開設した木版画工房の階上に

生
せい

巧
こ う

館画学校を設立する。 

『高等小学読本』挿絵を担当する。 

7月、磐梯山
ばんだいさん

噴火。『東京朝日新聞』の依頼により、噴火から7日後の7月21日に猪苗代に入り、現場

写生する。合田がこれを木口木版にし、新聞附録として配布する。のちに同図の油彩画を宮内省に献

納する。 

4 月 9 日、渡辺
わたなべ

文
ぶん

三郎
ざぶろう

と初めての洋風美術団体の相談会に出席、その後第 3回準備親睦会に出席。 

5 月 1 日、明治美術会第 1回発起人会に五姓田義松、渡辺幽香
わたなべゆうこう

、二世芳柳らと出席する。 

6 月 16 日、明治美術会創立。 

冬頃、浅草花屋敷にジオラマを制作する。 

岩崎彌之
いわ さ き や の

助
すけ

の依頼により、《十二支
じ ゅ う に し

》を制作。 

第 4 回明治美術会（芝公園弥生館/東京、3月 20 日―5 月 31 日）に《十二支》12 点の油彩画連作を

出品、5 月、展覧される。 

7 月 1 日、小山
こ や ま

正太郎
しょうたろう

、松岡
まつおか

寿
ひさし

、原田
は ら だ

直
なお

次郎
じ ろ う

らと帝国ホテルで洋画排斥反対を説明する。 

ロベール・ド・モンテスキューによる詩集『蝙蝠
こうもり

』の挿絵を手がける。 

9 月、日清戦争に従軍画家として活動、パノラマ的眺望の戦地記録図を残す。 

生巧館画学校をフランスから帰国した黒田清輝に託す。以後、生巧館は「天真
てんしん

道場」と改名される。 

2 月、帰国。 

8 月、父 権八
ごんぱち

歿。11 月まで生家に戻り水墨画を描く。 

10 月 10 日―11 月 18 日、第 7回明治美術会に《浦島
うらしま

（浦島図）》出品。 

5 月 22 日、黒田清輝、久米
く め

桂一郎
けいいちろう

、小山正太郎らが芳翠を訪問、明治美術会退会と新しい会

（白馬会
はくばかい

）の創設を相談する。 

6 月 6 日、白馬会発会。 

4 月、築地水交社の癸
き

卯
ぼう

園遊会で、日本で初めての様式舞台装置活人画 12 場面を制作・監督する。 

7 月、東京美術学校奏楽堂での日本人による最初のオペラ「オルフォイス」の書割を担当する。 

以後、数多くの舞台美術に関わる。 

8～11 月、日露戦争に従軍画家として活動、戦跡地を画題とした水彩画の連作《遼
りょう

陽
よう

附近
ふ き ん

写生図
しゃせいず

》を

描く。帰国後献納。 

1 月、北蓮蔵
きたれんぞう

らとともに旅
り ょ

順
じゅん

戦跡に赴き、宮内省献納品の取材を行う。 

12 月、帰国。神戸の鈴木商店別荘に翌年 1月まで滞在する。 

1 月、《唐家屯月下歩哨図
と う かそんげっかほ し ょ う ず

》を制作、献納。 

11 月 15 日、脳内出血により歿。享年 56 歳。 

12 月 16 日、追悼会が画室で開かれる。 
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                         広報画像貸出申込書 

                          FAX 送信番号：058-271-1315 

 

 
１．ご紹介いただける場合、貴媒体の情報をお知らせください。 

掲載／放送     月     日 発売・放送（   月号）／発行部数       部 

掲載内容  

 
２．広報画像はご使用になりますか。 

□ はい 画像データ到着希望日（  月  日）   □ いいえ（写真は使用せず、文字掲載のみ） 

 
３．別紙の写真をご参照の上、ご希望の【画像番号】にチェック☑してください。 

  下記キャプションの作品名称、所蔵を必ずご記載ください。 

☑ 番号 ご掲載時のキャプション表記 

□ ① 山本芳翠《浦島図》1893-95 年頃 岐阜県美術館蔵 

□ ② 山本芳翠《裸婦》1880 年頃 （重要文化財） 岐阜県美術館蔵 

□ ③ 山本芳翠《福地源一郎の肖像》1877 年頃  岐阜県美術館蔵 

□ ④ 山本芳翠《若い娘の肖像》1880 年頃 岐阜県美術館蔵 

□ ⑤ 山本芳翠《伊藤博文公肖像》1903 年 岐阜県美術館蔵 

□ ⑥ 山本芳翠《象先和尚肖像》1894 年以降 岐阜県美術館蔵 

□ ⑦ 山本芳翠《蜻蛉集》（競馬を見る男女）1884 年 岐阜県美術館蔵 

□ ⑧ 山本芳翠《海浜風景》不詳 岐阜県美術館蔵 

□ ⑨ 山本芳翠《ヴェルサイユにて》1880 年頃 岐阜県美術館蔵 

 

４．読者プレゼント用招待券【５組１０名】をご希望になりますか。 

□ 希望する 

※読者プレゼント用招待券（５組１０名）の提供は、作品画像１点以上をご掲載の上、本展をご紹介していただける場合に限らせて頂きます。 

 

貴 社 名  ご担当者名  

媒 体 名 （掲載コーナー、特集名：           ） 

ご 住 所 
〒 

 

ご連絡先 
TEL：                 FAX： 

E-mail： 

特集展 
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■広報画像一覧 

①                  ② 

                

 

 

 

 

 

 
 

③             ④            ⑤ 

 

 

                                  

 

                

                                

 

 

 
 

⑥                              ⑦ 

 

               

               

 

               

 

               

               

 

⑧                                             ⑨ 

                                                  

 

 

【広報画像使用に関する注意事項】 

■本展広報目的での使用に限ります。 

■展覧会名、会期、会場名は、必ず掲載してください。 

■作品画像は全図で使用してください。トリミングや文字を重ねるなどの画像の加工・改変はできません。 

■転載などの２次使用をされる場合には、別途申請いただきますようお願いいたします。 

■Web サイトに掲載する場合は必ずコピーガードをしてください。 

■掲載・放送後は必ず、掲載誌・同録テープ・DVD 等を、岐阜県美術館へ１部お送り願います。 

■会期中の会場取材・撮影をご希望の場合は岐阜県美術館までご連絡ください。 


